
平成 18 年度 
第５回 日本都市計画学会九州支部幹事会議事録 

 
１．日 時：2006 年 12 月 8 日（金） 16:00～17:30 

２．場 所：アクロス福岡５階 ５０３会議室 

３．出 席 者：井上、中村、橋本、坂井、松永、梶原、日暮、堤、小林、田代、吉田、梶田、外井、 
百田（計画協会） 

 

４．議 事： 

１．前回議事録確認 
２．事務局移転について 
３．理事会報告 
４．著作権規定検討経過報告 
５．国際フォーラム及び支部だより報告 
６．支部ニュース経過報告 
７．次年度研究分科会募集経過報告 
８．共催、後援依頼 
９．今後のスケジュール 
10．その他 

 
５．議事内容 

（１）前回議事録確認 

・添付議事録に基づき、前回の会議内容を確認した。 
 

（２）事務局移転について（井上） 

・次年度より事務局を（社）九州地方計画協会に置く件について、支部長より経過も含めて説

明。 

・受け入れ先 （社）九州地方計画協会（福岡市博多区博多駅前 1-19-3） 

・学会活動は、学会員が実施することを基本とし、事務局（協会）は、事務的諸手続、会議場

所の提供等を行う。役割分担等詳細については、今後、現事務局と協議の上決定する。 

・移行時期は 2007 年４月末の総会後。 
 
（３）理事会報告（井上） 

別途資料に基づき、11 月 13 日開催の理事会報告が行われた。主な内容は以下のとおり。 

1) 議決事項 

①会員入退会 

・5,290 名（名誉 34、正 4,773、学生 208、賛助 275） 

・対前年同期で△64 名→減少幅は縮小 

②研究委託 

・委託研究取扱規程の改正案を承認 

・２件の受託を承認→累計：4,347 万円（02 年度並み） 

③著作権規定改正 

・支部を含めて意見収集→次回理事会で決定 



2) 報告協議事項 

①学会全体 

・会員名簿：隔年作成 

・事務局長：１名を 12 月１日より、最長３ヶ月の試行期間を経て最終決定 

②常置委員会 

（総務企画委員会） 

・社会連携小委員会：九州支部の今年度の活動とこの予算との関係が明確でない。 

今後の幹事会の議題、その議事録に注意が必要。 

・学会誌ＤＶＤ：順調な出だし（11/10 時点で 154 件） 

・都市計画ＣＰＤ：都市計画ＣＰＤ協議会登録会員への当学会への積極的加入活動を実

施する方向で検討中。 

（編集委員会） 

・264 号から 267 号までの内容紹介 

（学術委員会） 

・2007 年度発表会：工学院大学新宿キャンパス 

          11 月 17,18 日（第１候補）、24,25 日（代案） 

・課題：研究者以外の投稿原稿をいかに増やすか（13 部門も結局、研究者主体） 

・春の総会イベント：シンポの開催“学会の進むべき方向” 

（事業委員会） 

・都市計画セミナー（1月 23,24）：人口減少時代のまちづくり－ コンパクトシティ － 

（情報委員会） 

・メールニュース配信の積極化 

（国際委員会） 

・シンポ 2007：横浜市で８月 16（木）～18（土） 

③支部報告 

・各支部からの報告 
 

（４）著作権規定検討経過報告（中村） 

・著作権規定変更についての資料説明 

・著作権を学会が著作者より譲渡を受け、維持・管理していく旨を確認。 

・疑問点、不明な点があれば事務局に次回理事会前までに意見照会することとした。 

 

（５）国際フォーラム、支部だより報告（小林）…… 社会連携活動関連 …… 

・社会連携活動の一環として実施した、国際フォーラム「持続可能な都市のための地域デザ

イン－田園都市レッチワースに学ぶ」の実施報告がなされた。 

・２日間にわたったフォーラムの内容紹介があり、両日とも 100 名内外の参加者のもと、活

発な議論が展開された。 

・荻島哲先生、日本都市計画学会国際交流賞受賞記念講演会の報告。 

・上記、２項目ともに支部だよりの内容として整理し、本部に送付済みである。（12 月学会

誌掲載） 

・社会連携活動については、来年度の行動計画、他の組織との連携方法の詳細を早急につめ

ておく必要がある旨を確認。 



（６）支部ニュース経過報告（梶田、坂井） 

・現在、原稿作成中であり、12 月中旬発行予定 

・１月以降、２回発行予定。題材としては、沖縄における都市計画学会、福岡市及び中国を

題材とした内容を準備している。 

・07 年４月上旬発行は固定されており、残りの発行時期については調整が必要。 

 

（７）研究分科会募集経過報告（外井、梶田） 

・現在、学会ＨＰで募集中 

・今後、メール及び 12 月発行の支部ニュースで会員に更に広報予定 

・審査方法は前年度と同様に外井委員長を代表とする審査委員会で採否を決定することとし

た。 

・今後のスケジュールとしては、１月末応募締め切り、２月末採否決定。 

 

（８）共催、後援依頼 

・下記に示す２件の案件について審議し、承認した。 

（共催） 

福岡アジア都市研究所セミナー 

「サスナブルな都市構造を考える－福岡、九州と都市計画の未来－」 

・Ｈ19 年１月 18 日（木） 

（後援） 

「九州都市景観フォーラム」 ・Ｈ19 年１月９日（火） 

 

（９）今後のスケジュール 

・次回は２月上旬開催とし、日時については調整を行う。 

・スケジュールの中に社会連携活動の項を入れる。 


